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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

 流通している香辛料の種類を同定することは、香辛料の真正性を保証するうえで極めて重要であ

る。しかしながら、香辛料は乾燥粉末で流通する場合が多く、形態的特徴を有さないことから種類

の判定は熟練者の経験に頼っているのが現状である。 

本論文は、微量かつ多成分から成る香気成分組成に対してケモメトリクス（計量化学）を適用す

ることにより、香辛料の同定を試みたものである。 

まず、香辛料のヘッドスペース（HS）中の香気成分を固相マイクロ抽出する方法（SPME 法）を

設定している。本法は、試薬を必要とせず汎用性と再現性に優れるだけでなく、データ収集の自動

化が容易という特長を有している。HS-SPME 法およびガスクロマトグラフ－質量分析法を最適化し、

香辛料 36 種 81 サンプルについて香気成分分析を行っている。本法によって、香辛料の種類を反映

した多数の成分を明らかにし、サンプル毎に相対ピーク面積が大きい 10 成分を同定している。そ

の結果、81 サンプルから 138 成分の同定と定量を行い、81 行×138 列の行列データを取得してい

る。 

行ベクトルは各香辛料の香気成分組成を表すことから、香辛料の香りの類似度は行ベクトルの内

積（二つのベクトルのなす角度の余弦）により表現し得ると考えた。全てのサンプル間の類似度を

計算した結果、66 サンプルで原産地や販売元が異なっても同一種の組合せにおいて類似度が最大と

なった。しかしながら、種類の異なる香辛料間で高い類似度を示すケースも認められた。そこで香

辛料の同定の精度を上げるためにはサンプル間で共通する量的に主要な成分以外にも香辛料に特徴

を与えている成分の活用が重要と考え、階層的クラスター分析および主成分分析を適用している。

その結果、香辛料の種類を判別する独立したクラスターの形成に成功している。 

以上要するに、本研究は香気成分組成へのケモメトリクスの適用により香辛料の客観的同定を可

能としたものであり、食品化学および食品分析学に寄与する価値ある業績と認める。 

よって、本研究者は博士（農学）の学位を得る資格を有すると認める。 


